統合e-Learning システムの開発 by 小林 憲夫 & Norio KOBAYASHI
― ―42― ―41
〔駒沢女子大学 研究紀要 第11号 ｐ.41～53 2004〕
統合 e-Learningシステムの開発
小 林 憲 夫














































































形 態 概 要




















〔駒沢女子大学 研究紀要 第11号 ｐ.41～53 2004〕
統合 e-Learningシステムの開発
小 林 憲 夫














































































形 態 概 要





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































bps）のWMV（windows media video 9）形
式、アナログ（525/60i）の場合でも水平解像度
400本近くになる。さらに、LAN経由のMPEG
2（MP＠ML）ビデオサーバによる配信も利用可
能である。教室によってビデオ配信設備とネッ
トワーク網とが混在（散在）している環境は、
当大学以外にも現在の大学には少なくないと思
われるので、既存設備をシームレスに利用でき
る e-Learningシステムは利用価値が高いと考
えている。
4.2 今後の課題
今回のシステムでは教師側から学生側にはリ
アルタイムに講義内容を配信できるが、学生側
からのリアクションを受信することができない。
すなわち、教室にいる学生は教師に質問するこ
とができるが、教室外にいる学生からは質問す
ることができない。e-Learningシステムにおい
ては「インタラクティビティ（双方向性）」を不
可欠の要件とする考え方もあり、程度の差こそ
あれ配信先からのレスポンスを受け対応できる
システムが求められる。しかしこのプロセスは、
同じ画面上で行う必要はなく、ビデオ信号とネ
ットワークを自由に併用できる本システムにお
いては、双方向性を追加実装することはそれほ
ど技術的に困難なものではない。
幸い画面上にはレイアウト的に余白が存在す
るので、この部分を利用してWindows Mes-
sengerライクな掲示版機能を組み込み、リアル
タイムチャット的に文字ベースで表示・回答で
きるようにすることを考案し、次バージョンに
実装予定である（図11）。
今回の基本仕様である640×480画素の
SDTV信号は、PC画面と比較するとやはり絶
対情報領域が不足する。せっかく送出解像度が
XGAであるからには、より高解像度の転送を
実現したい。幸いにもビデオ信号としてはすで
に放送用HDTV（デジタルハイビジョン）の民
生版であるHDV規格（720/60P、1280×720画
素、ビットレート19Mbps、ストリームインタフ
ェース IEEE1394MPEG2-TS）が実用化され
ており、PC用にもWMVの広帯域映像信号
（720P/5Mbps）が登場している。今後はこの画
像フォーマットにおける簡便な撮影・編集シス
図10 ビデオオーバレイシステムの基本構成図
図11 チャット機能の追加イメージ図
図９ 画像に直接上書きするオーバーレイ構造
テムの開発と、PCとの親和性の向上が課題と
なるだろう。
参考文献
ALIC編「e-Learning白書2003/2004」オーム
社、2003年７月
玉木、小酒井、松田共著「eラーニング実践法」
オーム社、2003年２月
経済貿易動向等調査レポート平成14年度「欧州
eラーニング先進事例調査」JETRO（日本貿易
振興会）、2002年
第４回「高等教育機関におけるマルチメディア
利用実態調査」2002年度概要レポート、メディ
ア教育開発センター、2003年８月
小林憲夫「ビデオフォーマット互換の統合 e-
Learningシステムの構築」平成15年度大学情報
化全国大会発表論文、（社）私立大学情報教育協
会、2003年９月
― ―52― ―51
脚注
１ 2003年９月に審査結果が発表された「特色
ある大学教育支援プログラム」の採択数は、
国立大学が93件中23件（25％）、公立大学46
件中６件（13％）に対し、私立大学は338件
中26件（7.7％）であった。
２ ALIC編「e-Learning白書2003/2004」オー
ム社、2003年７月、P３
2000年を「元年」と名づけた e-Learning業
界は、教育分野でのWBTに限っても2007
年度には4,200億円に達するとも言われる
巨大な市場であるが、円滑な発展を遂げて
いるとはいえない状況にある。それは各大
学・短大、企業、研究所、専門学校、研修
機関などが独自にコンテンツを作成・活用
し、内容およびレベルにおいて極めて種類
が多いためである。WBT授業の実施状況
は４年制大学で15％程度、しかもそのほと
んどがテキストないしプレゼン資料をその
まま流す形態である。
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